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尿中成長ホ ル モ ン 濃度を用 い た新 しい 成長評価 の 試み

骨格性皿 級の 下 顎骨の 成長能 に対 して
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Departlncnt　of 　Orthodontics，　School　 of　Dentistry，　Showa 　University

キーワード ：尿 中成長 ホ ル モ ン ，下 顎 骨 の 発 育能，成長 発 育指標，骨格性 III級

　 尿 中 GII の 測 定 が 歯 科 矯 正 臨 床 に お け る新 し い 成 長

発育の 評価指標 と な り得る か 否か を を年間身長 増加量，

下 顎骨 増 加 量，尿 中 GH の 渕 定 値 を用 い て 検 討 した．資

料 は 初診 時 8 歳 2 カ 月〜19歳 7 カ 月 の 女 性 30名，

ANB ＋ 1，0〜−2．5 度 の 骨 格性 III級 症例 と し た ，

　結　果 ：

　 1 ．GII は 8 歳 3．7 （± 3．00）pg／mg ，　 ll歳 で 最 大

22．0 （士 8．49）pg ／mg を示 し以後 16歳 9．9 （± 3．8D 　pg ／

mg まで 徐 々 に 減 少 した．それ 以後 は 10　pg／mg 前後 の 値

で 安 定 して い た、

　 2 ．身 長 は 9 歳 5，5 （± 1 ．05）cm 〆y，10歳 で 最 大

8．9 （ナ 6．15）cm ／y を示 し そ の 後徐々 に減 少 した．

　 3 ，下顎 骨 は 9歳 10．1 （± 2．00）mm 〆y，10歳 で 最 大

10．6 （± 5．83）mm ／y そ の 後徐々 に 減 少 が み られ た．

　 4 ．身 長 と 下 顎 骨 の ピーク は 10歳，1 年 遅 れ で GH

の ピ ー
ク が み ら れ た が 変 化様相 は 相互 に 類 似傾向が み ら

れ た．

　 5 ．身 長 と下 顎骨，GH と下顎 骨 ，
　GH と身 長 の 相関 は

そ れ ぞ れ 十 e．80，十 〇．59，十 〇．48 で い ず れ も有 意 の 相 関

を示 し た．以．Lの こ とか ら GH 測定 は 下顎 骨 の 成長評 価

指 標 と して の 精 度 は 劣 る もの の 成長 発 育能 を評 価 し得 る

指 標 と な る 可 能 性が 示 唆 さ れ た ．

　　　　　　　（日矯歯誌 　56 （5）：273 〜280 ，1997 ）

Trial　for　new 　growth 　evaluation 　with

measuring 　growth 　hormone 　in　urine

− For　mandibular 　groWth 　potency
　　　　of 　skeletal 　class 　 Ill一

　Human 　 growth 　 horm 〔｝ne 　 in　 urine （hGH ．
u ） was

measured 　 in　30　 female　 skeletal 　 class 　 III　 orthodontic

patients　 with 　 ANB 十 1．e’〜− 2．5
’
，　 ranging 　in　age

from　8y　2m 　to　19y　7m 　at 　first　examination ．　The 　level

of 　hGH −
u　 was 　 colnpared 　 with 　 annua 】illcrement　 of −

body 　height　and 　 mandibular 　bone　length．
　 Results：

　 1．The 　level（，f　hGH −
u　irlcreased　untH 　l　l　years 　old

（peak ；22．0 （＋ 8．49）pg ／mg ）and 　then　 gradualIy 　de−

creased 　until 　l6years　old ．　After　that，　it　was 　stable ．

　 2．The 　 annual 　 increment 〔｝f　 body　height　 peak

appeared 　at 　lO　years 　old （8．9 （±6．15）cnVy ）and 　then

gradually　decreased　until 　21years　o ］d．

　 3 ，The 　 annual 　 increment　 of　 mandibular 　 body

length　increased　 until 　 10years　 old 　（peak ；10．6　（±

5．83）mm ／y） and 　 then　gradually 　decreased　 until 　21

years　old ．

　 4．In　spite 　of 　peak 　difference，　it　was 　 shown 　that

there 　 were 　 similar 　 changes 　 in　 these 　 measurments ．

hGH −
u 　level　 was 　correlated 　to　the　mandibular 　body

length　（r＝十 G，59）anCl
’
body　height　（r ；十 〇．48）．The

results 　 suggested 　 that　 the　 measurment 〔〕f　 hGII −u

might 　 be　 useful 　 for　 the　 assesment 　 of 　 mandibular

growth 　potency ．

　　 （」．Jpn．　Orthod．　Soc．56（5）：273 〜280 ，　1997 ）
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緒 言

　矯正 臨床例 の 多 くは 顎 顔面部 の 活発 な 成長 発 育 期 に

来 院 す る こ とが 少 な くな い ．こ の 時期 の 治 療 は．ヒ下顎

骨の 成長発育 の 能力 に 対 す る 評価，す な わ ち 発 育段階

の どの 時 期 に 位 置 す る の か ？，治 療 に 伴 う成 長 の 出現

様相 は ど う か ？ な ど に つ い て の 検討 が 必要 と な る．

　 現 在 用 い られ て い る成 長 発 育 の 評 価 ・予 測 法 に は，

  身体 の 測定 （身長，年間身長増加 量
ト6

り，  手指骨

部 X 線 写 真 （手 指 骨 の 成 長 発 育 段 階 ，骨 成 熟 度 拇 指

尺 側 種 子 骨 の 確認
7−9〕

），  側面頭部 X 線規格写真 （顎

顔面 骨 格 の 成 長 量 ・方 向
1°一一15 ）），  第 二 次 性 徴 の 出 現 状

況
16 〕な ど の 指 標 を 用 い た も の が あ る ．ま た 近 年

〔》steoporosis （骨 粗 鬆 症 ）の 診 断 と して 用 い られ て い る

骨 塩 定 量 法 を 利 用 し た 評価
17−2L ）な ど の 試 み も み ら れ

る．しか しい ず れ の 方 法 も そ れ ら の 結 果 が 数 値 的 に 最

高値 （例 ：骨成熟度 が 10C）％）に 達 した り，あ る 指標 の

存在 が 確認 さ れ た 場 合 そ の 後 の 評 価 や 予 測 は き わ め て

難 し くな る．た と え ば 外科的矯 正 例 の よ う に 既存 の 成

長判定指標 が 最 高値 に 達 し て も な お 顎 骨 の 残 余 成 長 能

が 予 測 さ れ る 場 合 な ど で あ る ．

　成長発育 に 関係 す る因 子 に は ，  遺伝子 ，  神経 ，

  内分泌 （ホ ル モ ン ），  環 境 ，  栄養な どが あ る．

成長 に 関与 す る ホ ル モ ン に は 甲 状腺 ホ ル モ ン ，副 腎 皮

質 ホ ル モ ン ，性 ホ ル モ ン ，イ ン シ ュ リ ン，脳下垂 体 ホ

ル モ ン，成長 ホ ル モ ン な ど が あ る．中で も成長 ホ ル モ

ン に 関 して は分 泌 量 の 過剰 か ら成長 が 促進 さ れ て い る

巨人 症，抑制 さ れ る 小 人 症 な ど が 報 告 さ れ て い る
22 ｝．矯

正 治 療 で も巨 人 症 に お け る 骨格性下顎 前突 （下顎 の 過

成長），小人 症 に お け る骨 格性 上 顎 前突 （下 顎 の 劣 成 長 ）

な どが 報 告 さ れ て い る
2A −Z6 〕．した が っ て ，成長 ホ ル モ

ン の 生理 機能 は 顎 顔 面 部 の 成 長 発 育 能 と の 関 連 性 を も

有 す る こ と を うか が わ せ る ．

　 そ こ で 本研 究 で は 尿 中成長 ホ ル モ ン 濃度 （以 下 ，

GH ）の 測定 が 下 顎 骨 の 成長発育能に 対 し成長評価指

標 と し て の 可 能性 を有 す る か 否 か を検 討 す る こ とを 日

的 と して ，  年間身長増加量   年間下 顎 骨増加量 な

ら び に   GH を 測定 し た ．

期 に 採取 し た 早朝第
一

尿 5．Oml を 資料 と し た ．  ， 

に つ い て は毎年定 期 的 に 実施 し た が ，GH 測 定 は毎年

定期的 に 実 施 した もの と数年 を経 て 実 施 した もの を用

い た （最低 2 回〜最高 7 回 ）．ま た 資料 の 抽出 に あ た り

骨 の 成長 に 影 響 を 及 ぼ す と考 え られ る
’
ド垂 体性 小 人

症，遺伝性疾患，染色体異 常や 慢性腎不 全，尿細管性

ア シ ドーシ ス な ど の 腎 疾 患 の 既 往 が あ る もの な らび に

思春期成長期 に 40．Opg ／mg を超 え る 症例 は 除 い た ．

II．方　法

　 1．各 項 凵 の 測 定 ・計 測 方 法

　　 1 ）尿中 GH の 測定

　 セ フ ァ ロ 撮 影 後 1週 間 以 内 の 早 期 第
一

尿 5．Oml を

採取 し，酵素抗体法 （エ ン ザ イ ム イ ム ノ ア ッ セ イ 法，

住 友 製 薬 社 製 hGH 測 定 用 EIA キ ッ ト （PlcoIA

HGH ））に て 尿中 に 放出 さ れ る GH を ク レ ア チ ニ ン 換

算 値 に て 測 定 し た．ま た 日差 変 動 を検 討 す る た め被験

者 3 名 に 対 し 2 回 （1 日 目， 3 日 目）の 採尿 を行 っ た ．

　　 2 ） 身長 の 計 測

　セ フ ァ ロ 撮 影 時の 午前中の 身長 を計測 した．

　 　 3） 下 顎 骨 の 計 測 （図 1 ）

　 セ フ ァ ロ を 通法 に 従 い ト レ ー
ス し下 顎 骨 に 関 す る 計

測 項 目 と して 下 顎 骨 長 （Cd −Me ），下 顎 枝 （Cd −Go ），下

顎 骨体 （Go −Me ）を計 測 し，そ れ らの 合計 を下顎 骨 の

長 さ と し た．身 長 と下 顎 骨 の 増加 量 は 2 回 目 の 計 測 値

か ら 1 回日 を減 じ そ れ ぞ れ の 増加 量 と した．統計処理

は 平 均 値 ，標 準 偏 差 ，平 均 値 の 差 の 検定，相関係数 の

算出，有意性 の 検定 を行 っ た．

　 2．検 討 項 日

　前述 の 1 ）〜3 ） の 結果 を用 い 以 下 の 検討 を行 っ た．
GH に 関 し て は 測 定精度 を 確 認 す る た め 予 備実験 を

行 っ た．

　　 1 ＞ GH の 日差 変動 （予 備 実験 ＞

　　 2 ）GH の 変化 （pg ／mg ）

　　 3）身長 の 年 間 増加 量 （cm ／y）

　　 4 ）下顎 骨 の 年間増加量 （mm ／y）

　　 5 ）GH ，身 長 ，下 顎 骨 の 相 互 の 関係

結 果

方 法

1 ．資　料

　資料 は昭 和大学歯学部 附 属歯科病院 矯 正 科 に 来院 し

た 初診時年齢 8 歳 2 カ 月〜19 歳 7 カ 月 の 女性 30 名，
ANB ＋ 1．（1〜− 2，5 度 の 範囲 の 骨 格性 III級 症 例，動的

治療中 15例，保定中 15例 で あ る （表 1 ）．思春期最大

成長期 に か け て オ トガ イ 帽装置が 使 用 さ れ た もの は 8

例 （最低 3 カ 月〜最高 1 年 2 カ 月使 用） で ある．こ れ

らの   側面頭部 X 線規格写真 （以 下 ，セ フ ァ ロ ）， 

身長 の 記録     な ら び に   の 資料採得 と ほ ぼ 同時

　 1 ．GH の 日差 変動 （予 備実験 ，表 2 ）

　被験者の 中か ら 3 各   8歳 2 ヵ 月 （思 春 期成長前

期 ），  11歳 1 カ 月 （思 春期最大成長期），  19歳 7

ヵ 月 （成人 期，19歳〜）の 各検体 に つ い て 初回検査 と

3H 目 の 計 2 同 の 検査 を実施 した ．そ の 結果， 8 歳 2

カ 月 の 1 回目 3 ．8pg ／mg ，2 回 目 4．5pg ／mg ，11歳 1

カ 月 で 19．1pg ／mg と 18．1pg ／mg ，19 歳 7 カ 月 で 9．6

pg／mg と 9，5pg ／mg で あ っ た． 2 回 の 測 定値の 差 の

最大 は 11歳 1 カ 月 の 1．Opg ／mg で あ っ た ．こ の 結果

を梅沢
1・　°），加藤

36 ｝
に よ る結果 と比 較 した と こ ろ，そ れ ら

の 変動係数内 で あっ た た め 以 後 の GH 測定 は 1検 体

N 工工
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料表 1 資

No．

8−01 ★ ★

◎802 　 ★
一一

★
一一

★
一一

★
一一

★
一
　 ★

8−03　 ★
一一一一一

★

9−01902

◎ 10−01

◎ 10−02

◎ 10−0410
−0511
−Ol110211

−0311
−0412
−0112
−02130114

−0114
−
〔）214

−0314
−04140514

−0615
−0115
−0215
−031601

◎ 18−01
◎ 1802

◎19−Ol

★
一一

★
一
★

★
一一一一一

★

　 ★
一一

★ 　 　 ★一一★ 　 　 ★ 一一一一一☆

　 ★
一一 ．一一

★

　 ★
．．．一一

★
一一．　 一一

★
一一一一一

☆
一一

☆

　 ★一一
★
一一★

　 ★
一一

★

　 　 ★一一
★
一一

★

　 　 ★
一一★ 一

　 ★
一一

★ 　 　 ☆ 　
一

☆
．
　 ☆

　 　 ★
．
　 ★

一一一一一一
★
一一一一一

☆
一一

☆

　 　 ★
一一★

　 　 　 ★
一一

★

　 　 　 ★
一一

★
一一一一一

★
一一

☆
一一

☆

　 　 　 　 ★
一一

★ 　 　 　
一一

★ 　
一

☆

　 　 　 　 　 ★
一一

★
一一一一一

☆

　 　 　 　 　 ★
．一一一一

★

　 　 　 　 　 ★
一一

　 　
．一一一．

☆

　 　 　 　 　 ★
一一一一一

☆
一一

☆

　 　 　 　 　 ★ ★
一一

★

　 　 　 　 　 ★
一一一一一一一一一一一

☆
一一

☆

　 　 　 　 　 　 ★
一

★
一一

☆

　 　 　 　 　 　 ★
．一一一一．

☆

　 　 　 　 　 　 ★
一 一

★

　 　 　 　 　 　 　 ★
一

★

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ☆
一一一一一一

　 　 ☆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ☆
一一

　
一一

☆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ☆
一一一 一

☆

年齢 　 　 8　 　 9　 　 ／0　 11　 12　 13　 14　 15　 16　 17　 18　 19　 20　 21

N 3481110810812103203

◎ オ トガ イ 帽使用例，★ 働 的 治療中），☆ （保定中） は と も に 尿 中 GH 測 定 時期 を 示 す．

表 2 日差 変 動

No ．　 年 　齢 1 回 目　 2 同 目　 差

8−01 （8Y2M ）

11−01 （11YlM ）

／9−Ol （19Y7M ）

3．8　 　 4．5
19．1　　　18．1
9，6　 　 10，5

十 〇．7
− 1．0
十〇，9　（P9 〆mg ）

2 回 目は初 回検 査 口 よ り 3 日目 に 実施

1 回 の 尿採得 と した．

　 2 ，GH の 変化 （表 3 ，図 2 ）

　GH の 平 均 値は 8 歳 で 3．7 （± 3．00）pg／mg ，9 歳

14．8 （± 4．27） pg／mg ，1  歳 13．4 （± 10．13）pg／mg ，
11歳 22．0 （± 8 ．49）pg／mg と増加 し ，13 歳 19．1 （±

4．63）pg／mg
〜14歳 12．7 （± 6 ．13）pg ／mg 〜16 歳

9．9 （± 3．81）pg／mg に か け減少，そ の 後 16歳〜21歳

10．9 （± 3．10）pg／mg ま で は 10　pg／mg 前 後 の 値 を 示

し安定傾向が み ら れ た ．各年齢群間の 有意差 は 8 歳 と

　 　 　 　 Me

図 1 下顎 骨 計 測部 位
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表 3　GH の 変化

年 齢 NGH 　 S．D ． 有意差

89012345678901　

　

111111111

−

22

3　 　3 ．74

　 14 ．88

　 13 ．4

11　 22．0

10　 20．18

　 19．1

10　 12 ，78

　 15 ．312

　 9，910

　 10．63

　 8．52

　 11．003

　 10．9

騾 コ ー

（10、13）

（8，49）

（7．76）

：縲コ ・

（8．35）

（3．81）

（6．49）

（1．84）

（
一

）

（3．lO）　　（P9 ／m9 ）

＊ ＊ 危 険 率 1 ％，＊ 危険率 5 ％

表 4 身長 年 間 増加 量

年 齢 N 増加量 S．D ． 有 意差

9O12

1111345678901

11111122

4　 5．5810808203203

　

1
　
1
　

　

1
　

　

1
　

1

8．98

．34

．25

．84

．32

．70

．81

．O00
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＊ 危険 率 5 ％

9 歳の 間 に 危険率 1 ％，13歳 と 14歳 の 間 に 5 ％ レ ベ

ル で み られ た ．各 群 間 の 平 均 値 グ ラ フ な ら び に 多項 式

を 用 い た 曲線 か ら は 11歳 の 1 ヵ 所 に 凸型 の ピ ーク が

み ら れ た．

　 3．身 長 の 年間増加 量 （表 4 ，図 3 ）

　身長 は 9 歳 5，5 （± 1．05）cm ／y，　 IO歳 で 最 大 値

8．9 （± 6．15）cm ／y ，11 歳 8 ．3 （± 3．16）cm ／y〜12 歳

4．2 （± 4．00）cm ／y で 減少傾 向 を示 し，そ の 後 16歳 の

O．8 （± 0，82）cm ／y へ と徐 々 に 減少 し た ．21歳時 ま で

は 0〜0．8cm ／y で ほ と ん ど増加 が み ら れ な か っ た ．各

群間 の 有意差 は 11 歳 と 12歳，15歳 と 16歳 の 間 に 危

険率 5 ％ レ ベ ル で み ら れ た ．ピ
ー

ク は 10 歳 時 の 1カ 所
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　 図 2 尿 中 GH 濃 度 （曲線 ）
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　　　　　 図 3 身長年間増加 量 （曲線〉

に み られ た ．

　 4 ．下 顎 骨 の 年 間 増 加 量 （表 5 ，図 4 ＞

　下 顎 骨 は 9 歳 で 1〔1．1 （± 2．oe）mm ／y， 10歳 で

10．6 （± 5，83）mm ／y の 最 大 値 を 示 し，そ の 後 21歳

O ．5 （± 0．71＞rnm ／y ま で 徐 々 に 減少が み ら れ た ．各群

間 の 有意 差 は み られ な か っ た，ピーク は 10歳 の 1 カ所

に み ら れ た ．

　 5 ．GH ，身長，下 頻骨 の 相 互 の 関 係 （表 6，図 5 ）

　暦年齢 を横軸 に GH ，身長増加 量，下顎骨増加量 を 重

ね 合 わ せ た ．身長 と下 顎 骨 の 最 大 増 加 量 の ピーク は と

も に 10歳時 に 出現 し， 1 年 遅 れ て GII の ピ
ー

ク が み

られ た ．そ の 後 は い ずれ も増齢 的 に 減 少 を 示 し た．図

5 か ら は 身長増加 量 と 下顎骨増加量 の 年齢的 な 推移 は

類 似 した 傾向 を 示 した．GH も身 長 な ら び に 下 顎 骨 の

増加 量 の 変 化 と類似 し た変化が 観察 さ れ た ．

　身長増加量 と 下顎 骨 増加 量，GH と 下 顎 骨 増加 量、

GH と 身長増 加 量 そ れ ぞ れ の 相 関係 数 は ＋ O ．80，＋

O．59，＋ 〔〕．48 で 危険率 5 ％ レ ベ ル で 有意 の 相 関 を 示 し

最 も高 い の は 身 長 増 加 量 と
．
ド顎 骨増加 量 の 相関 で あ っ

た ．GH は 身長増加量 よ りは む し ろ 下 顎 骨 増加量 と の

相関 が 高 か っ た．
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表 5　下顎骨年間増加 量 12．0

年 齢 N 増 加量 　S、D ．　 有意 差
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　　 11
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　　　　　図 4 下 顎 骨年間増加量 （曲線）

25

20表 6GH ・身長 ・下 顎骨の 相関

身長増加量一
下顎骨増加量 　　 ＋  ．80

　 GH 　
一身長 増加 量 　　　十〇．48

　 GH 　
一

下顎 骨 増加 量 　　＋ 0，59

考

1 ．研究方法 に つ い て

察

　GH の 測 定 な ら び に血中 レ ベ ル で の 検出感度 は， 

生物学 的測定 法 （0 ．4ng ／ml ），  ラ ジ オ レ セ プ ター

ア ツ セ イ （0，5ng／tube），  ラ ジ オ イ ム ノ ア ツ セ イ

（0．5ng ／ml ）T  イ ム ノ ラ ジ オ メ ト リツ ク ア ッ セ イ

（O．05ng／ml ），  エ ン ザ イ ム ノ ア ツ セ イ （3．0　pg／ml ，

尿中 レ ベ ル 1．Opg ／m9 ）な どで あ る
27−39 ）．　GH の 値 は絶

食，食事摂取，運 動，ス トレ ス，睡 眠 な どに よ り上昇

す る こ と が 知 られ て い る．そ の た め 測定 は一昼 夜絶食

後，早朝空腹安静時 に ス トレ ス を与 え な い よ うに 採血

す る こ と，採血 前 30 分間 の 安静後採 血 す る こ とな どが

課 せ られ る．こ の よ う な煩雑 な 検査 に 対 し，立花
27 ）

は 尿

中 GH が あ る
一

定期問 内の 生 理 的 GH 分泌 量 を 反映

させ る の で は な い か と考 え，高感 度 の EIA 法を用 い

6〜17 歳 の 健常学 童 1，2〔｝（1名 の 早朝尿 中 ヒ ト GH を測

定した．そ の結果，血中 と尿 中 GH 問 に 良好 な相関 を

認 め 早朝第
一

尿 を 用 い た 測 定 は GH 分 泌能 の ス ク

リーニ ン グに 適 して い る こ と を報告 した ．ま た助川
33，

は下 垂 体性小人症 8名 ， 正 常低身長者 25名 の 24時間

平 均血 中GH 濃度 と尿 中 GH 濃度 の 相関 が  ．81 で あ

る こ と を，矢野
34 〕は 5〜15歳 の 低身長者 36名 で そ の 相

関 を 0．88 と報告 した ．さ ら に 富 田
35 ｝

は 24 時間尿 と 早

朝
一

回尿中 GH の 相関 を 0．70， 加 Wt3fi｝は 0．993 と報告

し て い る．し た が っ て 本研究 の 尿中 GH 測定 も生体 の

GH 分泌状況 を反映 し て い る こ とが う か が わ れ る．

　 測定値 の 変動 要因 で あ る 日差変動 に 対 し加藤
36｝は
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図 5　尿 中 GH 濃度，身長年間増 加 量，下 顎 骨年 間

　　　増加量相互 の 関係 （曲線）
一一下 顎 骨 （mm ），一一一

身長 （cm ），一一GH 濃度

10〜20％，梅沢
3°）は 17％ で あ っ た こ と を ， 日 内変動 は

梅沢
／｛　° ，が 5．8％，立花

27 ）

は 20．3〜38．3％を報告 した．日

内変動 の 測定誤差 に つ い て 奥野
37 ｝は 24時間 GH 分 泌

リズ ム を解析した 結 果，脈動的分泌 ピ ーク が あ り 1 日

の どの 時間帯 に 測 る か に よ っ て 異 りが 生 じ る こ と を，

ま た 矢 野
34 ，は 1 日 の GH の 分 泌量 の ピー

ク が 20〜24

時間 の 時間帯 と 24〜6 時 の 間で あ る こ とを 報告 し た．

した が っ て本研究 で は 決 め ら れ た 時間帯 で 採尿すれば

日内変動 を極力減少 させ る可能性 が あ る と考え早 朝第

一
尿 を 指定 した．日差変動の 予備実験 の 結果， 2 回測

定 の 最 も差 の 大 き い 11 歳 を 立 花
2η

の 報告 と比 較 し 1

SD （± 5，84　pg／mg ＞内で あ っ た た め 以後 の 測定 を 1

検体 1 回測定 と した が 測定精度 の 面 か ら は資料数 を増

や し再度検討 す る必要性 が あ る と 思われた ．

　一
方，水分摂取量 の 差 に よ る GH 濃 度 の 増減 に 対 し

て は 同
一

検体 中 の ク レ ア チ ニ ン を併 せ て 測定 し GH

濃度 を ク レ ア チ ニ ン 濃度 で割っ た値 （ク レ ア チ ニ ン 換

算値） を用 い た．採尿後 か ら検査実施 まで の 資料 の 保

存状態 に よ る変動 は立 花
27 ）

の 採 尿 直後 と 9〜11時間室

内 に 放置 し た 検体 の GH 濃度測定，ク レ ア チ ニ ン 濃

度，ク レ ア チ ニ ン 補正 後の 尿 中 GH に差 が な か っ た と
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の報告 か ら誤 差 は少 な い と考 え られ た．

　下顎骨 の 計測 に は Cd，　 Go，　 Me の 3基準点 を設定 し

  下顎枝 （Cd−Go），  下 顎 骨体 （Go−Me ），  下顎骨

長 （Cd−Me ）の 合計量 を下顎骨 の 長 さ と し た．通常下

顎骨 の 変化様相 を検討 す る場 合，多 くは   〜  の 個別

項 目に 対 し な さ れ る が 今回は 下顎骨全体 と して どの 程

度 の 量 が 変化 す るか に 主眼 を お い た た め 計 測値の 合計

量 と した．

　 2 ．身長，下顎骨，GH の変化 な らび に相互 の 関係 に

　 　 つ い て

　本結果 の 身長増加 の ピ
ー

ク 出現時期 （量） は 10歳
（8．9cm ／y）で あ っ た．こ れ に 対 し 日置

2）は 11〜12歳，
黒 田 丁〕11歳 0 カ 月，出口

4）1〔｝〜11歳，米山
6）11．4歳，石

llP11歳 （6．6cm ／y），文 部 省 学 校 保 健 統 計 調 査
／’B）

10〜11歳 （6．6cm ／y）な どを報告 して い る．本結果 の

ピ
ー

ク 後 の 変 化 は 増加 量 が 徐 々 に 減 少 し 16歳 以 降 21

歳 に か け D〜1．4cm ／y と ほ と ん ど 変 化 が み ら れ な

か っ た ．石 川D は 17歳以 後の 増加 量 は 0〜／．lcm ／y ，
文 部省学校保健統計調 査 の 15歳以後 は O．2〜〔〕．9cmf

y と ほ と ん ど 増加 が み ら れ な か っ た と 報告 して い る．
こ れ ら の こ と か ら身長増加 に 関す る変化様相 は 先人 の

報告 と 同様 な 傾向が み ら れ た．

　本研究 で は下顎骨 の ピー
ク，10歳 （10．6mm ／y）に

対 し 松 本
3♪
は ピ ーク が 身長 と 同 様 ll〜12歳　（8．00

mm ／y），三 谷
lo・12 ）12〜13歳 （7．Omm ／y），米山

6）
は身長

と 同時期 で ll．4 歳 （6．56　mm ／y），楠元
1「’〕10〜10．9歳

（7．32mm ／y）な ど を報告 した．本結果 は こ れ ら に 比 べ

わ ず か に 早 い 時期 に ピーク の 出現 が み られ，そ の 量 は

2〜4mm ／y 程度大 きか っ た．こ の 差 は 本資料 が 骨格性

III級 を 用 い た の に 対 し，他 の 報告の 多 くが 正常咬 合者

で あ っ た た め の 相違 か も しれ ず，一
般的な成長様相 と

は異 な る こ と が う か が わ れ た ．

　 ピーク後 の 変化 は 身長同様徐 々 に 減少 し 16歳以後

21歳 に か け て ほ と ん ど変化が み ら れ な か っ た．思 春 期

成 長 後期 な ら び に 成 人 期 の 成長 に つ い て 浅 井
11）

は

14〜17 歳 5．3mm
，
17〜20 歳   ．7mm を，また 2〔｝歳時

で の 成長 量 を 1〔｝0％ と し た 場 合，12歳 94．6％，14 歳

97．1％，17 歳 99．7％ で あ り 17歳 以 降 の 成長 は ほ とん

ど な い と し て い る．一・
方佐藤

’31
は 男子 18 名 （15〜18

歳 ）を 用 い 下顎骨 は 18 歳 に 至 っ て も有意 な 増加 を認 め

た こ と ，
15歳 以 降 に 身長 が 増加す る 症例 で は 下顎骨全

体 の 増加 量 も大 き くな る 傾向が あ る こ と を報告 して い

る ．本資料で は 18歳以 後 の 資料数が 少 な くこ の 点 に つ

い て の 検討 は で き な い が ，今後 の 課題 と し た い ．

　下 顎 骨 の 増 加 量 に 対 す る矯正 装置 （オ トガ イ帽） の

影 響 に つ い て 楠 元 15 ）
は 9〜17歳 の 女 子 に 対 す る オ トガ

イ帽 の 顎 骨 成長 に 対 す る効果 は 成長速度 （年間増加量）

の ピー
ク が 未使 用 群 に 比 べ 遅 い も の の 使用後 の 成長速

度 に は 有意差 は 認 め られ な か っ た と して い る ．こ の こ

とか ら本資料 に お け る オ ト ガ イ 帽 の 効 果 は 特 に 検討 し

な か っ た ．

　GH の 変化 は ピー
ク が 11歳 で そ の 後 身長 や 下顎骨

と同様 に 減少傾向 を 示 し た．立 花
2 η は 女 子 健常者の

ピーク時 （11〜12歳〉の 平均値が 17〜18pg ／mg ，そ の

後徐 々 に 減少 し 15〜17歳 で は 5〜8pg／mg
，
17歳時 で

の GH の わ ず か な増加 が み られ た こ と を 報告 した．徳

弘
28〕

は ピ
ー

クが 10〜13歳 で 24〜28　pg／mg ，
16〜17歳

以 降の 成 人 で 5〜6pg／mg と報告 して い る．本結果 と

比 べ る と測定値 の 差 は あ る もの の GH の 増減 に 関す

る 変化様相 は こ れ ら と類似 した 傾 向が 観察 さ れ た，

　 GH 濃度 の 高低 に 関 して 徳弘 は 3〜17 歳下垂体性小

人 症 21例 の 早 朝 尿 中 ク レ ア チ ニ ン 換算 の GH 濃 度 が

8pgfmg 以下、成人末端肥大症 7 例 で は 65〜956　pg ／

mg で あ っ た と し
一

般的 に GH の 濃 度依存的 な 身 長増

減 が み られ る こ と を述 べ て い る．日比
39｝

は 年齢，骨年齢

を
一

致 させ た 特発性下垂体小人 症 2群 に，0．5U ／kg／

week と半 分 の O．25　U／kg ／week に 分 け GII治 療 を

行 い ，前者 で 8．1± 1．8cm ／y，後 者 で 6．7±1，3cm ／y

と両群間 に 有意差 が み られ GH の 効果 は 濃度依存的

で あ る こ と を報告 した．こ の こ と か ら 資料の 抽出時

思 春期成長期 （10〜12歳）の 間で す で に 過 度 の GH 値

を示 す もの と して 立花
27 ），徳弘

28 ｝の 平均値 （± 1SD ＞を

参考 に 40．C｝　pg ／mg を超 え る症例 を除 い た．しか し結

果的 に 資料 の
一

部 が 作為的 に 抽出 され た こ と も考 え ら

れ た．こ の 時期 の GH 濃度 の 高 い 症例 に っ い て は今後

の 検討課題 と した い ．

　下顎骨 ， 身長 ， GH 相 互 の 関係 は と も に 思春期成長期

ピ
ー

ク を迎 え，そ の後減少 と い う過程 を示 し た．GH の

ピ ーク が 他 に 比 べ 約 1年遅 れ で 出現 した 原因 は 定か で

な い ．こ の こ と につ い て は GH の 骨 の 成長 に対 す る形

態的 な 変化 （量 的） や 骨成熟 の 変化 （質的） な ど に 対

す る関与度を検討 す る必要性 が 考 え られ た．

　下 顎 骨 ， 身長 ， GH 相 互 の 測定値 の 増減 の 変化様相 は

互 い に類似性 を示 して い る こ と，GH に 対 す る 身長，下

顎骨 の 相関 で は身長増加 量 よ り下顎骨増加量 との 相関

が 高 か っ た こ と な ど を考 え合 わ す と，評価指標 と して

の 精度 は 劣 る もの の GH 測定 が 下顎骨 の 成長発育能

に 対 す る新 た な 評価指標 と して の 可 能性 が あ る こ とが

うか が わ れ る．
3 ．矯正臨床 に 対 す る GII 測定 に つ い て

　GH の 測 定 は末端 巨 大 症 下垂 体性 巨人症
・
小 人 症，

下垂体機能低下症 な どの 診断 の
一

助 と し て 用 い られ て

い る．治療 は 下垂 体性小 人 症 な ど低身長者 へ の GH の

投与 が 主 に 行 わ れ て い る．歯科矯正学 で は Richard2’
「
）

が 下垂 体性 小 人 症 9名 （8歳 3 カ 月
〜19歳 10カ 月）ヘ

ヒ ト GH 　18 カ 月間投与後，下顎骨 の 成長 が 促進 した こ

と を，太 田
26 〕

の Tr 正cho −Rhalangeal −Syndrome 　 l 例

（10歳 9 カ 月，女児，上顎劣成長 を伴 う反対咬合）で

GH 投与後，下 顎 枝，下 顎 骨体の 過 度 の 乖 直的
・水 平 的

増加 の 出現，飯塚 の
24）

巨人症 1 例 （21歳，男子 ，下顎

前突）で の 下 垂 体
一

部除去 の 結果 ， 身長増加 量 の 低下 ，

長坂
4°〕

の 5〜22 歳 の 男子 19 名，女子 9名 の 下垂体性小
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人 症 で は下顎 枝，下顎骨体，下顎骨長が い ずれ も著 し

く小 さか っ た こ と な ど の 報告が あ る．基礎研究 で は 山

本
411

が ラ ッ トに ヒ ト GH を投与 し体重 増加，下顎 頭 軟

骨部 の 増殖細胞層で の 肥厚，細胞 の 増加，軟骨 か ら骨

へ の 置換 の促進 な どが あ る こ と を報告 した．以 上 の こ

と か ら GH は下顎骨 の 成長発育 と強 い 関連性 が あ る

こ と が うか が わ れ る．

　本結果 で は GH の 測 定 が成長 評価 に 対 す る指標 の

ひ とつ と し て の 可能性 が うか が わ れ た もの の 測定精

度，測定結 果 の解釈 な ど問題 が残 さ れ て い る．しか し

生 体 の 成長発育能 を X 線 な ど を用 い ず非侵襲的に か つ

リア ル タ イ ム で 観察 で き る利点 は否定 で き な い ，
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